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	1. はじめに
	２． PPSV23による定期接種
	１）PPSV23の有効性
	65歳以上を対象とするPPSV23による定期接種が開始されてから11年が経過し、この間にPPSV23の効果に関する複数のエビデンスが報告されている。
	３．PCV13, PCV15,PCV20およびPCV21の位置づけ
	１） PCV13のワクチン効果、免疫原性、安全性
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	2）PPSV23接種後のPCV15の接種間隔
	1）PPSV23未接種者について
	2）PPSV23既接種者について
	厚生労働省によれば、5年経過措置1期目は2014年10月〜2019年3月までに実施され、2014〜2018年度の定期接種率は36.3〜39.5％であった35)。2023年12月20日に開催された厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会基本方針部会の資料によれば、5年経過措置期間の65歳相当での接種率は概ね40％前後とされている1)。
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